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交
流

市民学芸員の素顔

事務局から
　古文書学習が上達しない、なんておっしゃっ
ていますが、着実に力を伸ばし、たいていのく
ずし字は読むことができる実力をお持ちです。
数年前に行った地元三社の地域めぐりでは、そ
の場で生まれ育った人でないとわからない、と
てもよいところをご案内いただきました。神聖
な雰囲気のある瀧不動はまさに感動です！最近
は山歩きにはまっているとのことで植物にも関
心をお持ちの冨澤さん。我野神社のお祭りに幼
い娘を連れて行った時の優しさが忘れられませ
ん。これからも吾野のことをもっと教えてくだ
さい。そして一緒に調べていきましょう。

グループで中山村の史料を検討している冨澤さん

博物館はもっと利用した方が得！
冨澤武男さん
（第Ⅵ期古文書整理型）

○市民学芸員に応募した理由は？
　中学校の数学の教員でしたので、現役の時は郷土館との接点はほとんどなかった
ですね。その後地元の中学校に勤務し、総合学習の時間で地域めぐりを行うことに
なり、生徒たちと高山の常楽院や我野神社、白子の長念寺などを訪れたとき、いか
に地元のことを知らないかがわかり、学ぶ必要を感じました。また、そばの我野神

社の役員もしていて、そこに祀られている神様にも興味もあったし、宮司さんからも神社に古いものが残っている
と聞いていたので、市民学芸員の活動に関われば歴史的なことも少しはわかるようになるのでは、と思ったんです。
○市民学芸員の楽しさは？
　市民学芸員は、それぞれがいろいろな方面で活躍し、生きてきた分野が違うなかで同じ方向に向かって学び合っ
ていくのでとても新鮮ですね。いろいろな観点からものを見ることができるようになる。それと他の人たちも言っ
ているけど仲間作りですね。いろいろな方とおつきあいができるのも嬉しいことです。
○古文書のおもしろさとは？
  くずし字を覚えることも大変でなかなか上達しませんが、それでもいくらかわかるようになると、学ぶ喜びを感じ
ることができるし、また他の博物館に見学に行ったりして、この地域のことだけでなく、他地域の歴史や生活を知
ることで視野が広がるのもおもしろさですかね。
○市民学芸員としてどのようなことをしてみたいですか？
　昨年、吾野の歴史をテーマにした特別展が開催さ
れ、これまで吾野の歴史をまとめた文献がなかったの
で、その意味では展示図録が発行されたのはとても良
かったです。ただもっと生活に密着した、ミクロなこ
とを調べてみたいと思っています。例えば高畑や高山
（いずれも吾野地区）はほとんど家が残っていないの
で、あと4～5年もすれば住む人がいなくなってしまう
でしょう。今残っている人も80歳代で、今はお元気だ
がいつまで話が聞けるかわかりません。生活の記録を
残すようなことをぜひしてみたいです。あと博物館の
事業をもっと知ってもらえるように協力したいです
ね。今はそれができていないのが申し訳ないです。
○4月に博物館になりましたが…
　郷土館から博物館になって、今まで以上に広い分野
を網羅しなければならないようになって大変なのでは
ないでしょうか。博物館になっても以前と同様に地域
の歴史を中心に、市民を意識した博物館であってほし
いです。活動は地味ですがそれが博物館の果たすべき
役割だと思っています。
○まだ市民学芸員になっていない人へ
　古文書に関していえば、やる気でやれば地域の古文
書を読み下して、江戸時代の生活が理解できるように
なり、知識がついてくれば自分で調べられるようにな
ります。博物館は図書館と同様に気軽にいろいろなこ
とを教えてもらえる場所なので、もっと利用した方が
得ですよ！
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交
流

市  民  学  芸  員  の  素  顔　Profile of Citizen Curator

地域の成り立ちがよくわかる巡見は最高！
嶋崎季子さん（第Ⅳ期博学連携型・第Ⅵ期古文書整理型）

古文書整理型の活動で打合せ中の嶋崎さん

事務局から
　博学連携、古文書整理と2つの分野でご活躍の嶋崎さん。
博学連携の方により力をいれて活動しているようにお見受け
していましたが、古文書整理の方の巡見のおもしろさを熱く
語っていただき、こちらの方も大切に考えて下さっているこ
とがわかり少し安心しました。そのほか4人の方と交代で入
口の風除室に生花を活ける生花サークルや、入口外の花壇に
ある花の苗を植え替える花サークルにも積極的に関わり、当
館の雰囲気作りにお気遣いをいただいています。もしかした
ら年間を通して最も当館においでいただいている市民の1人
かもしれません。今後ともよろしくお願いします。

いうか、会話をしているような感覚になってく
るところかな。それぞれの時代の出来事を知る
ことができるというのもおもしろいんですが、
やはり巡見が最高に楽しいですね。特に矢颪は
子どもの頃によく遊び行ったところだったん
で、原風景に知識が加わって驚きとともに感動
がありました。滝沢良顕さんの筆塚とか八坂神
社など古文書に出てくるところがそのまま実際
に残っているんですよ！すごくないですか。飯
能生まれで行政にも長らく関わっていたのにま
るで地域のことを知らない、ということに気づ
きました。雑学的な知識も増えて家族や友達など
いろいろな人に伝えることができるのも楽しいこ
とです。
○まだ市民学芸員になっていない人に
　博学連携の方の市民学芸員でいえば、普段触
れあうことのできない子どもたちと交流でき
て、教える楽しさ、学ぶ喜びを体感できます
よ。子どもたちからは伝えたことに対する反応
とか感謝の気持ちが帰って来るので、新たな生
きがいになります。それと仲間づくりかな。人
生の先輩たちとの交流ですか。いろんな分野で
活躍されてきた人たちと触れあえる。違う分野
の人だからこそ得られる知識もあります。まだ
まだ成長できるし柔軟な考え方も持つことがで
きるようになりますよ！
○市民学芸員としてやりたいこと
  もう少し子どもと深く関わる時間をもてたら楽
しいと思います。小学3年生の見学プログラムの
場合は、1サイクル40分という短い時間の中で
こなさなければならないことが決まっていて、
もっと聞きたそうにしている児童を見かけると
教えてあげたくなりますね。市民学芸員とは別
ですが、小学校6年生の総合学習で生花を体験し
てもらっていますが、アドバイスすると納得し
てくれる。そうなると例えば市民学芸員で学校
に行って授業をしたりできるといいですよね。
そのためには私たちももっと勉強しないといけ
ませんが。

○ 市 民 学 芸 員 に 応 募
した理由は？
　最初に博学連携型（Ⅳ
期）に応募した時は、退職
した後も社会との関わり
を持ちたかったから。子
どもも好きだったので、

小学生が社会科学習で郷土館(当時)に見学に来た
時に、その相手をすることが活動の中心とのこ
とだったので応募しました。古文書の方（第Ⅵ
期）は、実家から古い文書が出てきて父から読め
るか？と言われたんですけど読めなくて。それ
を読みたい、っていうのもありましたし、元々
市役所の市民課にいて改正原戸籍を見ていてわ
からない文字もあったりして、昔の文字は前か
ら気になっていました。
○市民学芸員の魅力は？
  古文書の方は少しずつ読めるようになってくる
と、ロマンというか昔の人とつながっていると
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